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市の人事行政の運営等の状況について① ■問本所職員課☎内線327
 「地方公務員法」及び「鶴岡市人事行政の運営等の状況の公表に関する条例」に
基づき、職員の給与、職員数、勤務条件等の概要をお知らせします。

⑤職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況
 （平成29年４月１日現在）

区分 経験年数
10年

経験年数
15年

経験年数
20年

一般
行政職

大学卒 251,200円 322,462円 367,716円
高校卒 277,600円 292,000円 321,200円

技能職 高校卒 該当なし 該当なし 該当なし
（注）経験年数とは、卒業後直ちに採用され引き続き勤務
　　  している場合、採用後の年数をいいます。

⑥一般行政職の級別職員数の状況（平成29年４月１日現在）

区分 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 ７級

計標準的
な職務
内容

主事
技師

主事
技師

係長
専門員
主任

主査
係長

専門員
課長補佐

主査 課長 部長

職員数 71人 60人 145人 225人 121人 58人 21人 701人
構成比 10.1％ 8.6％ 20.7％ 32.1％ 17.3％ 8.3％ 3.0％ 100.0％

（注）１　級区分は、鶴岡市の給与条例によるものです。
　　  ２　標準的な職務内容とは、それぞれの級の代表的な職名です。

⑦職員の手当の状況
（ア）期末・勤勉手当（平成29年度支給割合）

区分
鶴岡市 国

６月期 12月期 計 ６月期 12月期 計
期末手当 1.2月分 1.4月分 2.6月分 1.225月分 1.375月分 2.6月分
勤勉手当 0.8月分 0.8月分 1.6月分 0.85月分 0.85月分 1.7月分

職制上の段階、職務の級等による加算措置…有 同左

（イ）退職手当（平成28年度）
区分 自己都合 応募認定・定年

支
給
率

勤続20年 20.445月分 25.55625月分
勤続25年 29.145月分 34.5825月分
勤続35年 41.325月分 49.59月分

最高限度額 49.59月分 49.59月分

その他の
加算措置

定年前早期退職特例措置
…有

１人当たり
平均支給額 1,998万円

（注）１　本市は、山形県市町村職員退職手当
　　　　     組合に加入し、国の制度と同様です。
　　 ２　平均支給額は、平成28年度に退職し
　　　　 た、普通会計に係る職員に支給され
　　　　   た平均額です。

（ウ）その他の手当（平成29年４月１日現在）
区分 鶴岡市 国

扶養
手当

○配偶者　　　　　　　　10,000円
○子　　　　　　　　　　    8,000円
　（配偶者のない場合１人目のみ）
　　　　　　　　　　　　10,000円
○父母等　　　　　　　　    6,500円
　（配偶者のない場合１人目のみ）
　　　　　　　　　　　　  9,000円
○扶養親族である子のうち、満16歳
　の年度初めから満22歳の年度末ま
　での子１人につき5,000円を加算

同左

住居
手当 ○借家　　　　　限度額　27,000円 同左

通勤
手当

通勤距離が片道２km以上に支給
○交通機関利用　限度額　55,000円
○自動車等の交通用具使用
　　　　　　　　限度額　55,000円

○交通機関利用　　限度額　55,000円
○自動車等の交通用具使用
　　　　　　　　　限度額　31,600円

管理職
手当

（行政職の例）
　　　　　　　　部長級　66,400円
　　　　　　　　次長級　57,500円
　　　　　　　　課長級　41,600円
　　　　　　　　主幹級　35,300円

（代表例）
本府省・課長（一種）　　    130,300円
本府省・室長（二種）              94,000円
府県単位機関・部長（三種）72,700円
管区機関・課長（四種）　　   62,300円
地方出先機関・課長（五種）46,300円

（エ）時間外勤務手当

支給年額 職員１人当たり
支給額

平成
28年度 ２億6,917万円 年額23万円

平成
27年度 ２億6,188万円 年額22万円

（注）支給年額及び職員１人当たり支給額は、
　　  普通会計に係る職員に支給された額です。

（オ）特殊勤務手当（平成28年度）
手当の種類（手当数） 19種類

代表的
な手当
の名称

支給額の
多い手当

○診療研究手当
○診療業務手当
○夜間看護手当

支給職員
数の多い

手当

○夜間看護手当
○放射線取扱業務手当
○診療研究・診療業務手当

（注）代表的な手当の名称は、各区分の上位３つを 
　　     記載しました。

⑧特別職の報酬等の状況（平成29年４月１日現在）

区分 平成29年度
月額 区分 平成29年度

支給割合

給料

市長 914,000円

期末
手当

市長

 　６月期
  　1.525月分

 　12月期
  　1.625月分

 　計
  　  3.15月分

副市長 718,000円 副市長
教育長 635,000円 教育長

監査委員 559,000円 監査委員
病院事業管理者 635,000円 病院事業管理者

報酬
議長 510,000円 議長

副議長 470,000円 副議長
議員 445,000円 議員

人事行政

市役所電話番号
　本　　所☎25‐2111　藤島庁舎☎64‐2111　羽黒庁舎☎62‐2111
　櫛引庁舎☎57‐2111　朝日庁舎☎53‐2111　温海庁舎☎43‐2111
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市の人事行政の運営等の状況について①

①部門別職員数（各年度４月１日現在）

区分
職員数（人）

増減
平成28年度 平成29年度

一般
行政

議 会 8 8 0
総 務 207 208 1
税 務 78 78 0
労 働 2 2 0
農 林 水 産 102 99 △ 3
商 工 33 34 1
土 木 91 89 △ 2
民 生 145 141 △ 4
衛 生 94 95 1
小 計 760 754 △ 6

特別
行政

教 育 200 194 △ 6
消 防 206 204 △ 2
小 計 406 398 △ 8

公営
企業
等

病 院 645 648 3
水 道 48 27 △ 21
下 水 道 21 29 8
そ の 他 62 61 △ 1
小 計 776 765 △ 11

合計 1,942 1,917 △ 25

②採用・退職の状況（平成28年度）
区分 採用（人） 退職（人）

行 政 29 37
保 健 師 1 3
保 育 士 0 5
医 師 15 10
医 療 技 術 職 7 7
看 護 師 15 21
消 防 士 10 12
技 能 職 0 8

合計 77 103

③職員採用競争試験の状況（平成28年度）
区分 受験者数（人） 合格者数（人） 倍率

上 級 行 政 121 19 6.4
上 級 土 木 2 1 2.0
上 級 電 気 5 2 2.5
社 会 人 土 木 6 1 6.0
保 健 師 8 2 4.0
初 級 行 政 17 2 8.5
薬 剤 師 2 2 1.0
診療放射線技師 1 1 1.0
理 学 療 法 士 2 2 1.0
作 業 療 法 士 3 3 1.0
言 語 聴 覚 士 2 2 1.0
臨床工学技士 3 2 1.5
看 護 師 30 27 1.1
消 防 士 37 11 3.4

合計 239 77 3.1

１　職員の任免及び職員数に関する状況

①人件費の状況（平成28年度普通会計決算）

住民基本台帳人口
（H29.3.31現在） 歳出額（Ａ） 実質収支 人件費（Ｂ） 人件費率（Ｂ／Ａ） 平成27年度の人件費率

129,323人 680億5,532万円 3億5,891万円 98億2,321万円 14.4％ 15.6％
（注）人件費には、共済費及び特別職に支給される給料、報酬等も含みます。

②職員給与費の状況（平成29年度普通会計予算）
職員数（Ａ） 給料 職員手当 期末・勤勉手当 計（Ｂ） １人当たりの給与費（Ｂ／Ａ）

1,229人 49億4,165円 ９億2,441万円 19億1,404万円 77億8,010万円 633万円
（注）１　職員手当には、退職手当を含みません。　２　平成29年度当初予算に計上された一般職の額です。

③職員の平均給料月額及び平均年齢の状況
 （平成29年４月１日現在）

区分 平均給料月額 平均年齢
一般行政職 341,226円 43歳 6 月

技能職 357,274円 52歳 3 月
（注） 平均給料月額とは、職種ごとの職員の基本給
　　 の平均です。

④職員の初任給の状況 （平成29年４月１日現在）

区分

鶴岡市 国

決定初任給
採用後２年
経過日の
給料月額

決定初任給
採用後２年
経過日の
給料月額

一般
行政職

大学卒 182,100円 194,300円
総合職

191,700円 204,100円

一般職
178,200円 190,100円

高校卒 149,300円 157,900円 146,100円 154,500円

２　職員の給与の状況
（注）数値は、平成29年度公務員給与実態調査  （平成29年４月実施）等によるものです。
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た市の人事行政の運営等の状況について② ■問本所職員課☎内線327

７　職員の福祉及び利益の保護の状況
①職員の福利厚生事業の概要

（注）下記の表中の「共済組合」とは山形県市町村職員共済組合を、「互助会」とは山形県市町村職員互助会を指します。

（ア）保健事業の概要（平成28年度）
事業名 事業概要 実施主体

健康診断

○定期健康診断
○各種がん検診
　胃がん検診（40歳以上の職員、30歳以上39歳以下の希望する職員）
　大腸がん検診（40歳以上の職員）
　肺がん検診（40歳以上の希望する職員）
　前立腺がん検診（50歳以上の希望する職員）
　子宮がん検診（20歳以上の希望する職員）
　乳がん検診（30歳以上の希望する職員）

市

市
〃
〃
〃

共済組合
〃

人間ドック ○退職前（退職予定で56歳以上の希望する職員）　  １泊２日
○節目年齢（40歳または50歳の希望する職員）　   １泊２日

互助会
〃

脳ドック ○優先型（45歳の希望する職員）　　　半日
○希望型（46歳以上の希望する職員）　半日

互助会
〃

保健指導 ○特定保健指導（支援対象者で希望する職員） 共済組合

メンタルヘルスケア
○こころの健康相談
○メンタルヘルス研修（課長等管理職、担当者向け）
○ストレスチェック

市、共済組合
〃
市

（注）主なものを記載しました。

（イ）給付事業の概要（平成28年度）
事項 共済組合 互助会

職員の死亡 ○埋葬料
○遺族厚生年金

○弔慰金

職員の傷病

医療機関に支払うもの
○法定給付の額
職員に支給するもの
○高額療養費
○一部負担金払戻金

○一部負担金補助金

職員の出産 ○出産費 ―

（注）主なものを記載しました。

（ウ）貸付事業の概要（平成28年度）
貸付の種類 最高限度額 貸付利率 実施主体

住宅貸付 1,800万円 2.66％

共済組合
在宅介護
対応住宅
貸付

300万円 2.40％

（注）主なものを記載しました。

②公務災害の発生状況（平成28年度）
公務災害 通勤災害 計

認定件数 34件 2件 36件

③勤務条件に関する措置の要求の状況
　地方公務員法の規定に基づき、職員から給与、勤務時間その
他の勤務条件に関する措置の要求があった場合に、これを審査
し、判定を行い、その結果要求が適当なものと判定した場合に
は、権限を有する機関に必要な勧告を行うものです。
　この事務は、山形県人事委員会に委託しています。

平成28年度中
要求件数

平成28年度中処理件数 平成28年度末
係属件数却下 判定

０件 ０件 ０件

④不利益処分に関する不服申立ての状況
　地方公務員法の規定に基づき、職員から、懲戒その他その意
に反する不利益処分について不服申立てがあった場合に、これ
を審査し、不服申立てに理由があると認めた場合には処分を取
り消し、修正の採決を行い、また、必要がある場合には、処分
者に対しその処分による不当な取扱いを是正するための指示を
行うものです。
　この事務は、山形県人事委員会に委託しています。

平成28年度中
申立て件数

平成28年度中処理件数 平成28年度末
係属件数却下 判定

０件 ０件 ０件

人事行政
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た市の人事行政の運営等の状況について②

①営利企業への従事許可
　地方公務員法の規定に基づき、職員は、任命権者の許可な
く、営利企業の役員等への就任、自ら営利企業を営むこと及
び報酬を得て事業に従事することは禁止されています。許可
される場合の主な例として次のものがあります。
○職員が居住地区の消防団員として消火・水防業務等に従事
　する場合
○国勢調査員として業務に従事する場合

②職務専念義務の免除
　地方公務員法の規定に基づき、法律その他条例に特別の定
めがある場合を除き、勤務時間中、職務に専念する義務が課
せられています。例外的に、職務専念義務が免除される場合
の主な例として次のものがあります。
○研修を受ける場合
○厚生に関する計画の実施に参加する場合（山形県市町村職
　員共済組合事業に参加する場合等）

５　職員の服務の状況

①分限処分者数（平成28年度）
　分限処分とは、職員が職務を十
分に遂行できない場合等に、公務
の能率維持と適正運営を目的とす
る処分です。

区分 処分者数（人）
降給 ０
降任 ０
休職 14
免職 ０

②懲戒処分者数（平成28年度）
　懲戒処分とは、職員の非違行為
に対し道義的責任を追及すること
によって公務の規律と秩序の維持
を目的とする制裁的な処分です。

区分 処分者数（人）
戒告　 1
減給 0
停職 2
免職 1

４　職員の分限及び懲戒処分の状況

①一般職員の勤務時間の状況（平成29年４月１日現在）

１週間当たりの勤務時間 勤務開始時刻 勤務終了時刻 休憩時間 １日の勤務時間
38時間45分 ８：30 17：15 12：00 ～ 13：00 ７時間45分

②各種休暇等の概要
○年次有給休暇　１年につき20日付与（20日を上限に残日数を翌年に繰越し可）
○病気休暇　　　負傷・疾病で療養の必要があり、勤務しないことがやむを得ない場合に認められる有給の休暇
○特別休暇　　　結婚、出産、親族の死亡その他特別の事由のため勤務しないことが相当である場合に認められる有給の休暇
○介護休暇　　　配偶者、父母、子等の負傷、疾病または老齢によって２週間以上にわたり日常生活を営むのに支障のある者を介
　　　　　　　　護するため、勤務しないことが相当である場合に認められる無給の休暇
○育児休業　　　子が３歳に達する日までを限度とした無給の休業（子が小学校就学の始期に達するまでに限り認められ、勤務時
　　　　　　　　間に応じて有給の「育児短時間勤務制度」もあり）

３　職員の勤務時間その他の勤務条件の状況

①研修の状況（平成28年度）

研修体系 研修目的 研修内容・派遣機関 受講
延人数（人）

一般研修
職務遂行に必要な知識、技
能、態度等を修得するため
に行う階層別研修

新規採用職員研修
主事級職員研修
係長級職員研修
課長補佐・主査級職員研修

227

特別研修 より専門的な知識や技能等
を修得するために行う研修

人事評価制度研修
地区担当職員研修 241

派遣研修 職員を各種研修機関に派遣
して行う研修

市町村アカデミー
山形県市町村職員研修所
自治大学校

74

自主研修
市行政の能率的な運営に資
するため、職員の自己啓発
意欲に基づく自主的な研修

26個人 26

合計 568

６　職員の研修及び勤務成績の評定の状況
②勤務評定の状況（平成28年度）

（ア）昇給の場合
　毎年１月１日現在において、原則とし
て各職員の前１年間の勤務成績を判定し、
その結果、昇給を決定しています。

（イ）昇格の場合
　昇任の時期または昇格基準を満たした
時期に、各職員の当該職務の級に在級し
ている全期間の勤務成績を判定し、その
結果、昇格を決定しています。

（注）昇格とは、給与条例に基づく級が上
　　  がることです。昇任とは、上位の職
　　  （職名）になることです（6 ページ「⑥
　　  一  般行政職の級別職員数の状況」の
　　  表参照）。

（注）派遣研修の研修内容・派遣機関については、主なものを記載しました。
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申告書は郵送で提出できます

　お送りした申告書に同封されている返信用封筒に、必
要事項を記入した申告書、控除証明書等（社会保険料や
生命保険料の証明書等）、医療費の明細書等、本人確認
書類（マイナンバーカードのコピー、または、マイナン
バー確認書類と身元確認書類のコピー）を入れ、切手を
貼って郵送してください。なお、本人確認書類の返却は
できませんのでご注意ください。

自書が難しい場合は申告会場で申告を受け付けます

　各地域庁舎会場は前日までに予約が必要です。申告書
と必要書類、本人確認書類をお持ちください。また、営
業や農業の収支計算、医療費控除の集計等を済ませてか
らお越しください。
■申告期間
　２月16日○金 ～３月15日○木 午前９時～午後４時
■予約受付期間
　２月７日○水 ～３月14日○水 午前９時～午後４時
■申告会場

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP＝ホームページ

税の申告はお早目に！　３月15日○木まで
税

■問本所課税課☎内線243

所得税の確定申告等をする方へ市・県民税の申告をする方へ

※どの会場でも申告を受け付けます。
※上表の予約電話番号は予約受付期間のみ通話可能です。

庁舎 会場 予約電話番号
本所 ２階201会議室 予約不要
藤島 ３階大会議室 ☎64‐2631
羽黒 ２階会議室 ☎62‐4526
櫛引 １階第１会議室 ☎57‐5363
朝日 ４階大会議室 ☎53‐3027

温海
２月16日○金・19日○月木野俣集落センター
２月20日○火～23日○金鼠ヶ関公民館
２月26日○月・27日○火山五十川公民館
２月28日○水～温海庁舎５階501会議室

☎43‐3038

申告・納税期限

▷所得税・復興特別所得税、贈与税…３月15日○木
▷個人事業者の消費税…４月２日○月
※所得税と復興特別所得税、消費税は振替納付で
きます。振替納付日は、所得税と復興特別所得税
が 4 月20日○金 、消費税が25日○水 です。

国税庁ホームページ「確定申告書等作成
コーナー」で確定申告書を作成できます

▷電子申告（e-Tax）または印刷して郵送等で提
　出することで、税務署へ行かなくても申告でき
　ます
▷確定申告期間は24時間利用できます（月曜日
　の午前０時～８時30分を除く）
▷自動計算のため計算誤りのない申告書を作成で
　きます
▷作成したデータを保存すれば、そのデータを翌
　年以降の申告でも利用することができます

申告書作成会場を開設します

■期間　２月16日○金 ～３月15日○木 （土曜・日曜
　　　　日を除く）午前10時～午後 4 時
■会場　エスモール２階
※鶴岡税務署には設置されませんのでご注意くだ
さい。

確定申告に関する相談

　鶴岡税務署☎22‐1401へお問い合わせくださ
い（音声案内に従い「０」を選択してください）。　

　

稲
刈
り
が
終
わ
っ
た
田
ん
ぼ
の
中
で
の
野

球
の
楽
し
さ
に
目
覚
め
た
の
は
小
学
校
に
入

っ
た
頃
だ
っ
た
。
時
々
上
級
生
が
仕
掛
け
た

落
と
し
穴
に
は
ま
っ
た
り
し
な
が
ら
、
少
年

時
代
を
過
ご
し
た
。
小
学
３
年
生
の
時
、
地

元
の
大
泉
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
に
入
り
、
一
つ

先
輩
に
は
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
ホ
ー
ク
ス
に
１
位

指
名
さ
れ
た
吉
住
晴
斗
投
手
の
父
・
英
則
君

が
い
た
。
今
に
な
っ
て
思
え
ば
、
英
則
君
に

は
晴
斗
投
手
を
彷
彿
さ
せ
る
身
体
能
力
の
高

さ
が
あ
っ
た
が
、
私
は
体
も
小
さ
く
、
重
い

バ
ッ
ト
に
振
り
回
さ
れ
る
の
が
せ
い
ぜ
い
だ

っ
た
。

　

高
校
の
春
の
県
大
会
で
ベ
ス
ト
４
に
入
っ

た
の
が
自
慢
だ
。
夏
は
も
し
か
し
た
ら
甲
子

園
に
行
け
る
か
も
し
れ
な
い
と
、
本
番
が
近

づ
く
に
つ
れ
、
緊
張
し
な
が
ら
過
ご
し
て
い

た
が
、
シ
ー
ド
校
と
し
て
臨
ん
だ
最
後
の
大

会
は
初
戦
で
敗
退
。
仲
間
と
の
そ
の
思
い
出

を
今
も
大
切
に
し
て
い
る
。
気
迫
・
集
中
・

誠
実
と
い
う
野
球
部
の
キ
ー
ワ
ー
ド
が
ず
っ

と
頭
に
残
っ
て
い
る
。

　

野
球
に
打
ち
込
ん
だ
時
期
が
あ
っ
た
ら
し

い
私
の
噂
を
聞
い
た
の
か
、若
手
職
員
が「
一 ( 1 )



11 広報つるおか　2018 . 2

　
　
　

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP＝ホームページ

税の申告はお早目に！　３月15日○木まで

市・県民税申告書提出ポストを設置します

　市・県民税申告書のほか確定申告書を提出すること
ができます。確定申告書はそのまま鶴岡税務署に送付
しますので、本人控えは入れないでください。なお、
受付印を押すことはできません。

■設置期間
　２月16日○金 ～３月15日○木午前９時～午後４時
■設置場所
　本所課税課及び各地域庁舎

　税の申告は、その内容が市・県民税、国民健康保
険税、所得・課税証明書などの資料となる大切なも
のです。本市では、年金・給与以外の所得があり市・
県民税の申告義務がある方と、所得確認が必要な方
へ、申告書を１月23日に発送しました。
※申告書が届いた方で､ 収入がない場合は申告書裏
面に状況を記入の上、本所課税課へ提出してくださ
い。

市・県民税申告書が必要な方は…
　本所課税課へ問い合わせるか、市ＨHPから
ダウンロードしてください。

マイナンバー制度導入に伴って

　市・県民税申告書や確定申告書には
マイナンバーを記入する必要があり
ます。納税者本人のものだけでなく、
控除対象配偶者や扶養親族、事業専従
者のマイナンバーも記入する必要が
あるのでご留意ください。

　また、提出の際には、マイナンバー法で定められ
た次の確認書類等が必要です。
▷マイナンバーカードをお持ちの方
　　マイナンバーカード
▷マイナンバーカードをお持ちでない方
　　①マイナンバー確認書類：通知カードまたはマ
　　　イナンバーが記載されている住民票　
　　②身元確認書類：運転免許証または公的医療保

　険の被保険者証、パスポート、身体障害者手帳、
　在留カードなどいずれか１つ
※控除対象配偶者や扶養親族、事業専従者の本人
確認のための書類の添付は不要です。
※代理の方が申告する場合は、納税者本人のマイ
ナンバー確認のほかに代理権の確認と代理人の身
元確認を行いますので、送付された市・県民税申
告書と代理人の身元確認書類、納税者のマイナン
バーカードまたはマイナンバー確認書類のコピー
を準備してください。

※申告書が届いていない方でも、年末調整済給与
のほかに20万円以下の所得がある方や、400万
円以下の公的年金収入のみの方で、控除を追加し
たい方等は市・県民税申告をしてください。

【マイナンバーカード（イメージ）】
（表） （裏）

筆
入
魂
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
を
提
案
し
て
く

れ
た
の
は
嬉
し
か
っ
た
。

　

昨
年
十
月
に
市
長
に
就
任
以
降
、
難
し
い

課
題
に
直
面
し
つ
つ
も
、
多
く
の
人
に
出
会

い
、
励
ま
さ
れ
日
々
過
ご
し
て
い
る
。

　

先
日
、
百
歳
の
賀
詞
に
伺
っ
た
五
十
嵐
豊

子
さ
ん
は
、
一
人
暮
ら
し
。
晴
れ
た
日
に
は

歩
い
て
買
い
物
に
行
く
と
い
う
バ
イ
タ
リ
テ

ィ
に
驚
か
さ
れ
た
。
仏
壇
の
旦
那
様
に
す
ぐ

に
報
告
す
る
姿
が
愛
ら
し
か
っ
た
。
技
能
五

輪
全
国
大
会
の
日
本
料
理
部
門
で
銅
賞
に
入

賞
し
た
山
口
明
日
香
さ
ん
（
加
茂
水
族
館
レ

ス
ト
ラ
ン
「
沖
海
月
」
勤
務
）
に
、
将
来
は

自
分
の
お
店
を
持
ち
た
い
か
尋
ね
た
と
こ

ろ
、「
日
々
、
目
の
前
の
こ
と
に
精
一
杯
向

き
合
っ
て
い
く
だ
け
で
す
」
と
き
っ
ぱ
り
。

そ
れ
ぞ
れ
の
暮
ら
し
を
、
夢
を
、
支
え
て
い

け
る
よ
う
な
市
政
に
し
て
い
き
た
い
。

　

農
林
水
産
省
時
代
か
ら
行
政
に
携
わ
っ
て

以
来
、
意
思
決
定
過
程
や
審
議
な
ど
の
「
記

録
」
に
つ
い
て
の
重
要
性
に
直
面
す
る
こ
と

も
多
か
っ
た
。
富
塚
陽
一
市
長
の
「
市
長
日

記
」
の
様
な
も
の
に
は
、
畏
れ
多
く
も
な
れ

る
は
ず
も
な
い
が
、
対
話
の
市
政
を
掲
げ
る

自
分
な
り
の
考
え
を
、
鶴
岡
市
政
発
展
の
一

助
と
な
る
よ
う
な
「
記
録
」
と
し
て
書
い
て

い
き
た
い
。
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加
入
し
た
方
は
、
今
年
度
の
保
険
料
の
全
額

を
納
付
書
で
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
）　

▽
保
険
料
額
が
途
中
で
変
更
に
な
っ
た
方

（
保
険
料
額
の
変
更
に
よ
っ
て
特
別
徴
収
が

途
中
で
停
止
と
な
っ
た
方
、
保
険
料
が
増
額

と
な
っ
た
た
め
追
加
で
納
め
る
保
険
料
が
発

生
し
た
方
に
、
保
険
料
の
変
更
通
知
と
併
せ

て
納
付
書
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に

納
め
て
く
だ
さ
い
）

▼
口
座
振
替
に
つ
い
て　

納
付
書
が
届
い
た

方
で
口
座
振
替
を
希
望
す
る
方
は
、
金
融
機

関
等
で
手
続
き
を
す
る
と
本
人
ま
た
は
家
族

の
口
座
か
ら
、
口
座
振
替
で
保
険
料
を
納
め

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
納
期
限
を

過
ぎ
た
保
険
料
は
引
き
落
と
さ
れ
な
い
た
め
、

納
付
書
で
納
め
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
以
前

に
国
民
健
康
保
険
等
で
使
用
し
て
い
た
振
替

口
座
は
引
き
継
が
れ
ま
せ
ん
の
で
、
新
た
に

口
座
振
替
の
申
込
み
が
必
要
で
す
。

■問
本
所
国
保
年
金
課
☎
内
線
１
２
７
ま
た
は

各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

子
育
て
・
教
育

２
月
は
児
童
手
当
の　
　
　

支
給
月
で
す

　

児
童
手
当
は
、
中
学
校
修
了
前
ま
で
の
児

童
を
養
育
し
て
い
る
方
に
年
3
回
（
６
・
10

・
２
月
）
支
給
さ
れ
ま
す
。
２
月
に
支
給
さ

れ
る
児
童
手
当
は
、
昨
年
10
月
～
今
年
１
月

分
で
、
２
月
15
日
○木
が
支
給
日
で
す
。

■問
本
所
子
育
て
推
進
課
☎
内
線
１
５
２
ま
た

は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

若
者
定
着
奨
学
金
返
還
支
援

事
業
（
地
方
創
生
枠
）
募
集

　

若
者
の
地
元
回
帰
・
定
着
を
促
進
す
る
た

め
、
県
と
市
が
連
携
し
、
対
象
者
の
奨
学
金

返
還
を
支
援
し
ま
す
。 

■対
次
の
全
て
に
該
当
す
る
方　

①
県
内
高
校

を
卒
業
し
、
大
学
等
に
進
学
予
定
ま
た
は
在

学　

②
日
本
学
生
支
援
機
構
第
一
種
奨
学
金

（
無
利
子
）
の
貸
与
を
受
け
る　

③
大
学
等

を
卒
業
後
、
６
か
月
以
内
に
市
内
に
居
住
・

就
業
し
3
年
間
継
続
す
る
見
込
み　

④
指
定

の
産
業
分
野
へ
就
職
を
希
望　

■
返
還
支
援

額　

奨
学
金
の
返
還
残
額
と
認
定
後
貸
与
を

受
け
た
月
数
に
２
万
６
、
０
０
０
円
を
乗
じ

た
額
の
う
ち
、
低
い
方
の
額　

■申
２
月
20
日

○火
ま
で
管
理
課
（
櫛
引
庁
舎
）
☎
57
‐
４
８

６
２
へ生

活
・
そ
の
他

軽
自
動
車
等
の
廃
車
・
名
義

変
更
の
届
出
は
お
早
目
に

▼
軽
自
動
車
税
の
賦
課
期
日
は
４
月
１
日
で

す　

原
動
機
付
自
転
車
や
軽
自
動
車
、
小
型

二
輪
車
等
を
廃
車
あ
る
い
は
譲
渡
す
る
方
、

ま
た
は
相
続
し
た
方
は
、
廃
車
届
や
名
義
変

更
届
が
必
要
で
す
。
３
月
末
は
窓
口
が
大
変

混
み
合
い
ま
す
の
で
、
廃
車
等
を
す
る
場
合

は
早
目
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
原
動
機
付
自
転
車
・
小
型
特
殊
自
動
車
…

本
所
課
税
課
☎
内
線
２
０
６
ま
た
は
各
地
域

庁
舎
市
民
福
祉
課
へ　

▽
軽
自
動
車
…
軽
自

就
職
等
の
際
に
、
麻
し
ん
・
風
し
ん
の
予
防

接
種
を
２
回
済
ま
せ
て
い
る
こ
と
の
証
明
を

求
め
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
風

し
ん
は
妊
娠
初
期
の
妊
婦
が
感
染
す
る
と
、

生
ま
れ
て
く
る
子
供
に
障
害
が
残
る
先
天
性

風
し
ん
症
候
群
を
引
き
起
こ
す
場
合
が
あ
り

ま
す
。
子
供
の
将
来
の
た
め
に
も
、
定
期
接

■問
健
康
課
（
に
こ
♥

ふ
る
）
☎
内
線
３
７
２

困
り
ご
と
な
ど
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い 

民
生
委
員
児
童
委
員
委
嘱
の
お
知
ら
せ

　

次
の
方
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

▽
第
２
民
生
区
（
第
二
学
区
）
…
若
松
玲
子

（
大
東
町
東
）

■問
本
所
福
祉
課
☎
内
線
１
３
９

医
療

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
が

未
納
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
か

　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
納
付
は
、
年

金
か
ら
の
差
引
き
（
特
別
徴
収
）
が
原
則
で

す
が
、
次
の
方
は
年
金
か
ら
差
引
き
で
き
な

い
た
め
、
納
付
書
（
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

料
納
付
書
兼
納
付
済
通
知
書
）
で
納
め
る
こ

と
に
な
り
ま
す
の
で
、
納
付
書
に
記
載
の
納

期
限
ま
で
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

▽
差
引
き
対
象
の
年
金
が
年
額
18
万
円
未
満

の
方　

▽
介
護
保
険
料
と
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
料
の
合
計
額
が
年
金
額
の
２
分
の
１
を

超
え
る
方　

▽
新
た
に
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
に
加
入
し
た
方
（
昨
年
６
月
１
日
以
降
に

市
政

公
立
保
育
園 

保
育
補
助
・
調
理
員 

募
集

　

市
内
の
公
立
保
育
園
で
、
臨
時
職
員
ま
た

は
パ
ー
ト
職
員
と
し
て
勤
務
す
る
方
を
募
集

し
ま
す
。

■
募
集
人
数　

若
干
名　

■申
履
歴
書
を
お
持

ち
の
上
、
本
所
子
育
て
推
進
課
☎
内
線
１
８

０
へ　

■他
申
込
み
時
に
臨
時
職
員
登
録
が
必

要

健
康
・
福
祉

3
月
1
日
○木
～
７
日
○水
は 

子
ど
も
予
防
接
種
週
間

　

ワ
ク
チ
ン
で
防
ぐ
こ
と
の
で
き
る
感
染
症

か
ら
子
供
た
ち
を
守
る
た
め
、
毎
年
こ
の
時

期
に
日
本
医
師
会
等
が
主
催
し
て
い
る
も
の

で
す
。
協
力
医
療
機
関（
２
月
中
旬
に
市
HP

に
掲
載
予
定
）で
は
、
こ
の
期
間
、
ふ
だ
ん

よ
り
受
け
や
す
い
日
時
を
設
定
し
て
い
ま
す
。

母
子
健
康
手
帳
で
受
け
忘
れ
て
い
る
予
防
接

種
が
な
い
か
確
認
し
、
こ
の
機
会
に
済
ま
せ

ま
し
ょ
う
（
接
種
の
際
は
医
療
機
関
に
要
予

約
）。

※
現
在
、
日
本
脳
炎
ワ
ク
チ
ン
の
国
内
供
給

が
不
足
気
味
で
す
。
早
目
に
予
約
し
、
対
象

期
間
内
に
定
期
接
種
を
終
え
ま
し
ょ
う
。

▼
麻
し
ん
・
風
し
ん
の
定
期
予
防
接
種
に
つ

い
て　

海
外
へ
の
修
学
旅
行
や
留
学
、進
学
、

種
の
対
象
期
間
内
に
必
ず
接
種
し
ま
し
ょ
う
。
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動
車
検
査
協
会
（
三
川
町
）
☎
０
５
０
‐
３

８
１
６
‐
１
８
３
６
ま
た
は
県
自
家
用
自
動

車
協
会
田
川
支
部
☎
24
‐
１
５
２
２
へ　

▽

軽
二
輪
車
…
軽
自
動
車
協
会
（
三
川
町
）
☎

68
‐
０
６
１
１　

▽
小
型
二
輪
車
…
山
形
運

輸
支
局
庄
内
自
動
車
検
査
登
録
事
務
所
（
三

川
町
）
☎
０
５
０
‐
５
５
４
０
‐
２
０
１
４

■問
本
所
課
税
課
☎
内
線
２
０
６　

■他
軽
自
動

車
・
小
型
二
輪
車
に
関
す
る
問
合
せ
の
際
は

車
検
証
を
ご
用
意
く
だ
さ
い　

２
月
は「
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
月
間
」

ム
リ
な
く
楽
し
く
省
エ
ネ
を
！

　

寒
さ
の
厳
し
い
２
月
は
、
１
年
の
う
ち
で

も
特
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
が
増
大
し
ま
す
。

一
人
ひ
と
り
が
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
省
資
源
化

に
向
け
た
取
り
組
み
を
実
践
し
て
、
地
球
温

暖
化
対
策
を
推
進
し
ま
し
ょ
う
。

▼
家
庭
や
オ
フ
ィ
ス
で
の
省
エ
ネ
活
動
の
例　

▽
肌
寒
い
と
き
は
１
枚
余
分
に
着
る　

▽
暖

房
は
室
温
20
度
を
目
安
に
温
度
を
調
節
す
る

▽
丈
の
長
い
厚
目
の
カ
ー
テ
ン
を
使
い
、
冷

気
の
侵
入
を
防
ぐ　

▽
暖
房
機
器
や
電
気
製

品
の
不
必
要
な
つ
け
っ
ぱ
な
し
を
し
な
い

▽
電
気
製
品
を
長
時
間
使
わ
な
い
と
き
は
コ

ン
セ
ン
ト
か
ら
プ
ラ
グ
を
抜
く　

▽
電
気
・

ガ
ス
・
石
油
機
器
等
を
買
う
と
き
は
省
エ
ネ

性
能
の
高
い
も
の
を
選
ぶ　

▽
冷
蔵
庫
内
は

季
節
に
合
わ
せ
て
温
度
を
調
節
し
、
物
を
詰

め
込
み
過
ぎ
な
い　

▽
シ
ャ
ワ
ー
の
お
湯
は

こ
ま
め
に
止
め
る　

▽
車
の
運
転
で
は
、
エ

コ
ド
ラ
イ
ブ
を
実
践
し
て
燃
費
効
率
の
向
上

を
図
る

■問
本
所
環
境
課
☎
内
線
７
０
８

戦
没
者
等
の
遺
族
の
皆
さ
ん
へ 

第
10
回
特
別
弔
慰
金
を
支
給
し
ま
す

■
請
求
期
間　

４
月
２
日
○月
ま
で　

■対
平
成

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP＝ホームページ

27
年
４
月
１
日
に
、
戦
没
者
等
の
死
亡
当
時

の
遺
族
で
、
支
給
要
件
を
満
た
す
先
順
位
の

遺
族
１
人　

■
支
給
額　

額
面
25
万
円
（
5

年
償
還
の
記
名
国
債
）　

■問
本
所
福
祉
課
☎

内
線
１
３
８
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉

課
へマ

ナ
ー
を
守
っ
て
人
と
動
物
が
気
持
ち
よ
く
共
生
で
き
る
ま
ち
に 

動
物
を
捨
て
な
い
で
く
だ
さ
い

　

犬
や
猫
等
の
愛
護
動
物
を
虐
待
し
た
り
、

捨
て
た
り
（
遺
棄
）
す
る
こ
と
は
犯
罪
で
す
。

違
反
す
る
と
懲
役
や
罰
金
に
処
せ
ら
れ
ま
す
。

　

動
物
の
飼
い
主
は
愛
情
と
責
任
を
持
っ
て

生
涯
飼
育
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
動
物
に
子
供
が
生
ま
れ
て
飼
え
な
い

か
ら
と
捨
て
て
し
ま
う
と
、
ま
ち
を
う
ろ
つ

き
、
住
居
や
庭
を
荒
ら
す
な
ど
、
多
大
な
迷

惑
に
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
繁
殖
を
望

ま
な
い
（
生
ま
れ
て
も
責
任
を
持
っ
て
飼
え

な
い
）
場
合
は
、
か
か
り
つ
け
の
動
物
病
院

で
不
妊
・
去
勢
手
術
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ど
う
し
て
も
飼
え
な
い
事
情
が
あ
る
場
合

は
、
新
し
い
飼
い
主
を
探
し
て
く
だ
さ
い
。

庄
内
保
健
所
☎
66
‐
４
７
４
８
で
は
、
新
し

い
飼
い
主
を
探
す
た
め
の
掲
示
板
を
設
置
し

て
い
ま
す
。

■問
健
康
課
☎
内
線
３
６
２

荘
内
病
院 

院
内
売
店
運
営
事
業
者
募
集

　

荘
内
病
院
の
院
内
売
店
（
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
型
）
を
運
営
す
る
事
業
者
を
募
集

し
ま
す
。
選
定
方
法
は
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ

ル
方
式
で
す
。

■
オ
ー
プ
ン
予
定
時
期　

5
月
下
旬
～
６
月

上
旬　

■問
同
院
総
務
課
☎
26
‐
５
１
１
１
内

線
６
３
２
３　

■他
詳
細
は
２
月
９
日
○金
に
同

院
HP
に
掲
載

医療サービス向上の取り組み

地域連携リンクナース委員会の活動

　入院中の患者やご家族が安心して退院できるよう
に「地域連携リンクナース」を各入院棟に配置し、
希望する療養先の確認やケア方法の情報提供、地
域の医療福祉介護関係者との連携を強化していま
す。また、入院中のケアを退院後も継続できるよう
に、患者やご家族に分かりやすいパンフレットの作
成、退院支援を考える研修会の開催をしています。

医師修学資金貸与制度のご案内

　医学生を経済的に支援するため医師修学資金を貸
与しています。大学卒業後一定の期間、当院に勤務
すると、貸与した資金の返還を免除します。現在、
本市出身の医学生９人が利用しています。
◆対象は次の条件を満たす方です
▷大学卒業後、医師として当院に勤務する意思があ
る
▷大学の医学を履修する課程に在学している
▷原則としてほかの修学資金等の返還債務がない
◆来年度の募集　４月２日○月 から（予定）
　貸与までの流れや返還免除の要件など、詳細は当
院ＨHPをご覧ください。

好評です！ドクター出前講座

　医師等が出張し、当院が
取り組んでいる地域医療に
ついて分かりやすく説明す
る講座を、初めて開催しま
した。内容は、医師のミニ
講演「がん予防12ヶ条」、研修医の寸劇「救急外来
24時」、車座フリートークなどです。

【参加者の感想・意見】
「ミニ講演は時間が短くても分かりやすかった」「寸
劇は親しみやすくよい企画だった。ほかの内容でも
見たい」「高齢者は地元の荘内病院が頼りなので発
展してほしい」など

荘内病院

■問荘内病院総務課☎26‐5111内線6333

　病院機能評価の認定を受けました
　公益財団法人日本医療機能評価機構が審査する病
院機能評価（一般病院 2 、<3rdG:Ver.1.1>）の認
定を受けました。これは組織的に医療を提供するた
めの基本的な活動（機能）を適切に実施しているこ
とが認められたものです。
　今後も病院憲章に掲げる「高度・良質な医療と心
のこもった患者サービスで地域医療を担う基幹病
院」を目指し、職員が一丸となって医療の質の向上
に取り組んでいきます。


